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緒言

学生時代に正しい知識と議ましい健康行動の実践能

力を身につけさせることは，健康・スポーツ科学科目

の教育の命題のひとつであろう@併せて，長期にわた

り年度毎の学生の形態や体)Jデータを替積していくこ

とは，現在の学生の体力水準を犯援し，身体の変化を

経時的に知る上でも特に重要であると考えられる.本

学部は，今後も運動の科学的側面を教育・研究するた

めの資料を蓄積していく必要がある。そと守本報告で

は，本学の授業カリキュラムにある体力測定評価法案

習を受講したスポーツ学部4期生〈平成21年入学者)

の形態および身体組成のデータの基礎的資料を得ると

とを目的とした.また，本報告は. Fal-free皿ass

!ndex (FFMJ)とFat田 ass!ndex (FMI)から成る身

体組成チャート1-4}を用いて，日常的に謙外の部活動

に参加している学生{以下，部活動群}と部活動に参

加していない学生{以下，非部活動群〉の形態および

身体総成を比較し，それらの競技特性も検討したので

報告する“

方法

1.測定時期および対象者

対象者は. 200昔年に本学f::入学し，体力測定評価

法実習を履修した男子学生177名，女子学生71名，計

24呂名である.測定は. 20自吉年4月から2010年3月の

期間に本学運動生理学実習室にで実施した.平均年齢

は，男子18.9士官 7歳，女子18畠土0.6歳であった.ま

I)九州共立大学凡ポ}ツ学部

た，対象の部活動群の男子(134名)は，サッカ「

硬式野球，宇肝硬式野球，軟式野球バスケットポーJv.
アメリカンプットポール，硬式テニス，ソフトテニス，

ソフトボール，陸上競技部(短距駿，投郷軍駅伝). 

パドミントン，バレーボール，ハンドボール，フット

サJv.ラグビー，水泳，体擦の1官競技に所属し，女
子 (5昌名)は，サッカー，ソフトテニス，ソフトポ

ール，陸上競技部(短距離，投郷).バスケットボー

Jv.パドミントン，バレーボール，剣道，水泳の10
競技に所属していた盟非部活動群は，男子43名と女

子13名であったー

2.形態測定

身長はスチール製のスタンド型身長計(ツツミ社製

HD)を用いてO.lc臨単位，体重はデジタJv体重計
(ヱー・アンド・ディ社製AD一品205) を用いて

0.02kg単位で測定した.体重の測定は被験者をでき

るだけ薄着にさせ着衣のままi制定したが，特に補正は

行わなかったー皮下脂肪厚の測定は，キャリバーの接

点に10g!mm'の一定n:がかかるようにキャリプレー

ションされた栄研式皮下脂肪厚計を用いて. 0.5組出

単位で上競背側部および肩甲骨下部の2部位をilIIT定し

た.賭筏闘の測定は，メジャーを用いてO.lm皿単付:

で胸囲，膝題(くぴれλ 左腕風大腿囲および下総
屈のB部位を計測した5) 全ての測定は学生が実施し

た.

3 身体組成

身体組成の測定は，上腕背側部と贈甲骨下部の皮下
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脂肪厚からNaga朋ine6)の下記の式によって体密度を

推定した.

男子:体密度=1.日告13 むa自由116X (上腕背側部皮

下脂肪厚十肩甲骨下部皮下脂肪厚〕

女子:体密度=1.08宮7-0.ω133X (上腕背側部皮

下脂肪厚+肩甲骨下部皮下脂肪厚)

ととでのと締背側部と肩甲骨下部の皮下脂肪厚の単位

は出朋である.

体脂肪率 (%FM)，乱針。zekら"の下記の式を!Il

いて算出した.

%FM= (4.570/体繍皮-4.142)X 100 

除脂肪量 (Fat-frεemass; FFM)は，体重 (体重

X%FMXO.Ol)で算出し，体脂肪壁 (FatMass; 

FM)は，体重とFFMとの差とした 除脂肪最指数

(FFMI)と体脂肪量指数 (FMI)は，体格指数

(BMI)と悶様の概念であるためVanltallieら引の以

下の式から算出した

FFMI (kg/mうz 除脂肪量住吉)/身長 (m)'

FMI (kg!皿')=体脂肪量 (kg)I身長 (m)'

BMI (kg/m勺=FF~正I (kg/m勺+FMI (kg/m') 

4凶統計

結果は，さまでMicrosoftExcel vol.X for Mac及び統

計分析プログラムSPSSI告。 forMacを用いて処理し，

平均伎と襟欝偏差で示した.また，性差および群関の

有意性検定には，対応のないStudent-t検定を用いた.

有意水準はいずれも5%未満(P<0.05)とした

結果と考察

形態および身体組成変数の平均値と標準偏差を性

)jIJ・群別に表1に示した.部活動群と非部活動群潤の

形態および身体組成変数において，男子の体脂肪量，

体脂肪率，体脂肪議指数， と腕背{磁器lおよび肩甲骨下

部の皮下脂肪厚の平均値に有意な差が認められ女子

では体重色体格 (BMI)，徐脂肪量，徐脂肪量指数お

よび腰屈において有意な差が認められた圃また，全被

験者の群において，体格，腰風下腿回以外の項目で

有意な，I't糸が認められ体脂肪量，体脂肪軍事，体脂肪

指数，上腕背側部および肩甲骨下部の皮下脂肪嵐大

腿聞は，女子で有意に高いf置を示した.さらに身長，

体遺，除脂肪量，除脂肪量指数， D電風上腕劉は，男
子で有議1;:高い纏を示した.

形態および身体組成変数を性別署競技iJlJに表2に示

した.男子の部活動群の項尽において，陸上競技の投

郷の体意除脂肪最徐脂肪最指数およびラグビーの

徐脂肪量殺数は，非部活動群よりも有意1:高い植を示

した.女子も男子と同様に，券部活動君事よりも低い値

の項Bは認められなかった.しかし，ソフトボールの

徐脂肪量滞数，陸上競技の投揮の体重，体格，除脂肪

量，除脂肪遺指数，バレーボールの体重および除脂肪

最は，非部活動若手よりも高い債であった(P<0.05).

皮下脂肪厚および潤筏闘を性別陶競技別に表3に示

した.男子の部活動群の項目において，非部活動群よ

りも有意に低い値の項目は認められなかった一方，

ラグビーの胸留は非部活動君事よりも宥意に高い値を示

したい<0.05)‘女子の項目において，非部活動群よ

りも有意に低い値は認められなかった.しかし，陵上

競技の投書事の腕溜および麟留は，非部活動群よりも有

意に高い鐙を示したく1'<0.05)ー

性別園競技)j1Jの身体組成の特殺を図1の身体組成チ

ャートに示した.男子の投機およびラグビーのBMIは，

非部活動群よりも顕著に高い傾向が認められた. ム方，

駅伝は低い傾向を示した. FFMIは，投郷，ラグビー，

アメリカンフットポーJ仏体操および野球-r:高く，駅

伝，硬式テニスおよび軟式野球で低い傾向を示した

FMIは，駅伝，硬式テニスおよび準硬式野球で低い傾

向を示した 女子の日MIは，非部活動群よりも投郷と

ソフトボールで顕著に高い傾向が認められたーまた，

BMIおよびFFMIが非郊活動群よりも低い値の競技は

認められなかった哩 FFMIは，投機，ソフトボー}j;，

パドミントンで顕著に高く，ソフトテニスやサッカー

では，やや低い傾向を示した.FMIは，践と競技の短

距駿およびバドミントンで低い傾向を示した哩

本報告では，形態および身体組成の基礎的資料を得

ること，身体組成チャートを用いてスポーツ学部にお

ける部活動所属学生(部活動群)と部活動非所属学生

(非部活動群)の身体組成を比較し，それらの競技特

性を検討することを目的とした.その結果，部活動群

の男子の体脂肪成分(体脂肪量，体脂肪率，体脂肪量

指数上競背側部および肩甲骨下部の皮下脂肪滞}は，

非部活動群よりも有意に低い値であった.一方，部活

動群の女子の体脂肪成分においては非部活動群との問

に有意な羨は認められなかったが，体重tBMI，除鱈
肪主義，除脂肪震指数匹腰屈は，非部活動君事よりも有意

に高い鐙であった.また，部活動若手のBMIには性差が

認められていないが，身体組成には特長が多数言語めら

れた.例えば，投郷の男女のBMIは類似しお1)，男子

25串士3.4kg/m'，女子25広士3.8kg/m'である‘ しか
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いそれらの身体組成は大きく築なり， FFMIは，男

子21.1土2.0kglm'，女子19.1土1.9kglm'， FMIは，

男子4.7士1.7kglm'，女子1曾1土6.5kglm'である.ま

た，身体組成の競技特性は，チャートを用いた評価法

においても櫨認できる.男子において，多くの競技の

BMIは22kgl田 2辺りに集中している しかし，爆発的

なパワーを発揮する投郷，ラグビー，アメリカンフッ

トポールなどは，非部活動群よりもFFMIが右側にプ

ロットされ徐脂肪量が高い傾向を示した 一方，駅伝，

硬式テニス，軟式野球といった個人競技かつ身体接触

の少ない持久的競技では，非部箔一動群よりも体脂肪組

織や除脂肪組織がともに小さい傾向が認められた.さ

らに，弟子では非部活動群よりも左上側にプロットさ

れた競技，つまり体賠肪組織が多く，除脂肪組織が少

ない競技は認められなかった 女子においては，体格，

徐脂肪組織，体脂肪組織の偏差が大きい傾向を示した.

非部活動者の氏子より除脂肪組織が少なく，体脂肪組

織が多い競技は認められなかった.

本報告では，平成21年度入学のスポーツ学部生の

形態や身体組成の特性を明らかにした.また，部活動

に所属している学生の身体組成の特性も競技別に示し

た.しかし，生涯にわたり運動に殺しむ能力を滋養す

るには，自己の身体や体)).運動能力への気づきが必

要不可欠であるとことは述べるま1さもない したがって，

今後は形態や身体組成に加えて本学スポーツ学部生の

体力・運動能力に関する資料も併せて評価する必要が

ある.
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日g.1 Characteristics of the body composition s阻佃sin college athletes. 




